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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公開番号】特開2010-4191(P2010-4191A)
【公開日】平成22年1月7日(2010.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-001
【出願番号】特願2008-159868(P2008-159868)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  27/10     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/93     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/92     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/76     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３２１Ｚ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｈ
   Ｇ１１Ｂ  27/10    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   5/93    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/92    　　　Ｈ
   Ｈ０４Ｎ   5/76    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月15日(2011.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体から暗号化された動画データを取得するデータ取得手段と、
　前記動画データに対応する動画データ用鍵情報を前記記録媒体から取得する鍵情報取得
手段と、
　前記動画データ用鍵情報を用いて前記暗号化された動画データを復号する復号処理手段
と、
　前記復号された動画データを映像信号及び音声信号に変換して出力する再生手段と、
　ユーザからの操作を受け付ける操作入力手段とを備え、
　一つの前記鍵情報を用いて復号することができる前記動画データの再生時間の上限が所
定の時間に定められている再生装置において、
　再生速度が通常再生よりも速い早送り再生または巻き戻し再生である特殊再生を行うと
きに、
　前記データ取得手段は、前記記録媒体から再生中の動画データ用鍵情報に応じて分割さ
れた前記動画データに対応する、特殊再生時に利用する特殊再生データを取得し、
　前記再生手段は、当該特殊再生データを映像信号に変換して出力する
ことを特徴とする再生装置。
【請求項２】
　請求項１において、
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　前記動画データの動画データ用鍵情報は、前記所定の時間に従い変更されて、
　前記特殊再生データは、暗号化されて前記記録媒体に記録されており、
　前記鍵情報取得手段は、前記特殊再生データに対応する特殊再生データ用鍵情報を前記
記録媒体から取得し、
　前記復号処理手段は、前記特殊再生データ用鍵情報を用いて復号する
ことを特徴とする再生装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記動画データは、Ｉフレーム、Ｐフレーム及びＢフレームを有する動画データであり
、
　前記特殊再生データは、前記動画データに含まれるＩフレームの集合である
ことを特徴とする再生装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記特殊再生データは、暗号化されて前記記録媒体に記録されており、
　前記鍵情報取得手段は、前記特殊再生データに対応する特殊再生データ用鍵情報を前記
記録媒体から取得し、
　前記復号処理手段は、前記特殊再生データ用鍵情報を用いて復号し、
　前記一つの特殊再生データ用鍵情報で復号できる特殊再生データは、前記一つの動画デ
ータ用鍵情報で復号できる動画データの複数に対応している
ことを特徴とする再生装置。
【請求項５】
　請求項３または４において、
　前記特殊再生データのＩフレームを再生することにより前記特殊再生を行う
ことを特徴とする再生装置。
【請求項６】
　請求項２において、
　前記操作入力手段が特殊再生指示を受け付ける以前に、
　前記鍵情報取得手段は、再生中の前記動画データに対応する前記特殊再生データの前記
特殊再生データ用鍵情報の取得を行う
ことを特徴とする再生装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一において、
　前記特殊再生中に、前記操作入力手段が通常再生の指示を受け付けたときに、
　前記データ取得手段及び前記鍵情報取得は、通常再生開始位置の前記動画データ及び当
該動画データに対応する動画データ用鍵情報を取得し、
　当該通常再生開始位置の動画データ及び動画データ用鍵情報の取得している時に、前記
再生手段は、前記特殊再生データに対応する映像信号を出力している
ことを特徴とする再生装置。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記通常再生の指示の受け付けから前記通常再生開始まで、前記特殊再生よりも遅く前
記通常再生よりも速い再生速度で前記特殊再生データを再生する
ことを特徴とする再生装置。
【請求項９】
　請求項８において、
　前記特殊再生データは、前記動画データと共に再生される音声データを有し、
　前記通常再生の指示の受け付けから前記通常再生再開まで、前記音声データを再生する
ことを特徴とする再生装置。
【請求項１０】
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　記録媒体から暗号化された動画データを取得するデータ取得手段と、
　前記動画データに対応する動画データ用鍵情報を前記記録媒体から取得する鍵情報取得
手段と、
　前記動画データ用鍵情報を用いて前記暗号化された動画データを復号する復号処理手段
と、
　前記復号された動画データを映像信号及び音声信号に変換して出力する再生手段とを備
え、
　一つの前記鍵情報を用いて復号することができる前記動画データの再生時間の上限が所
定の時間に定められている再生装置において、
　前記動画データは、第一の動画データと、前記第一の動画データに含まれる画像データ
の一部を有する第二の動画データとを有し、
　前記第一の動画データは、前記動画データ用鍵情報に応じて分割された動画データであ
り、
　前記第二の動画データは、前記第一の動画データに対応する、特殊再生時に利用する特
殊再生データであり、　前記特殊再生は、再生速度が通常再生よりも速い早送り再生また
は巻き戻し再生であり、
　前記動画の再生速度に応じて、前記第一の動画または前記第二の動画を選択して再生を
行う
ことを特徴とする再生装置。
【請求項１１】
　請求項１０において、
　指示された前記再生速度が、所定の速度よりも速い場合には、前記第二の動画データを
再生し、前記所定の速度よりも遅い場合には、前記第一の動画データを再生する
ことを特徴とする再生装置。
【請求項１２】
　外部から動画データを受信する受信手段と、
　前記受信した動画データを暗号化する暗号処理手段と、
　前記暗号化した動画データを記録媒体に記録するデータ記録処理手段と、
　鍵情報生成手段と、を備えた記録装置において、
　所定の時間の暗号化された前記動画データに対し、前記動画データの復号ために用いる
動画データ用鍵情報を前記記録媒体に記録するとともに、
　前記動画データの、再生速度が通常再生よりも速い早送り再生または巻き戻し再生であ
る特殊再生に用いる特殊再生データを記録し、
　前記鍵情報生成手段は、前記特殊再生データを復号するために用いる特殊再生データ用
鍵情報を生成し、前記記録媒体に記録する
ことを特徴とする記録装置。
【請求項１３】
　請求項１２において、
　前記動画データは、Ｉフレーム、Ｐフレーム及びＢフレームとを有する動画データであ
り、
　一つの前記動画データ用鍵情報が生成された前記動画データの複数に対応するＩフレー
ムの集合に対し、一つの前記特殊再生データ用鍵情報を生成する
ことを特徴とする記録装置。
【請求項１４】
　外部から動画データを受信する受信手段と、
　前記受信した動画データを暗号化する暗号処理手段と、
　前記暗号化した動画データを記録媒体に記録するデータ記録処理手段と
　前記記録媒体から前記暗号化された動画データを取得するデータ取得手段と、
　前記動画データに対応する動画データ用鍵情報を前記記録媒体から取得する鍵情報取得
手段と、
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　前記動画データ用鍵情報を用いて前記暗号化された動画データを復号する復号処理手段
と、
　前記復号された動画データを映像信号及び音声信号に変換して出力する再生手段とを備
え、
　前記動画データ用鍵情報を用いて前記動画データを復号して再生を行い、
　一つの前記鍵情報を用いて復号することができる前記動画データの再生時間の上限が所
定の時間に定められている記録再生装置において、
　前記動画データを記録するときに、
　第一の動画データ用鍵情報を生成し、
　当該第一の動画データ用鍵情報及び前記記録再生装置に固有の情報を用いて第二の動画
データ用鍵情報を生成し、
　前記動画データと対応付けて前記第一及び第二の動画データ用鍵情報を前記記録媒体に
記録し、
　前記動画データを再生するときに、
　前記記録媒体から前記第一の動画データ用鍵情報を取得し、
　前記記録再生装置から前記記録再生装置に固有の情報を取得し、
　前記第一の動画データ用鍵情報及び前記記録再生装置に固有の情報から前記第二の動画
データ用鍵情報を生成し、
　前記第一及び第二の動画データ用鍵情報を用いて前記動画データを復号して再生する
ことを特徴とする記録再生装置。
【請求項１５】
　請求項１４において、
　再生速度が通常再生よりも速い早送り再生または巻き戻し再生である特殊再生に用いる
特殊再生データを生成する手段と、
　前記特殊再生データを復号する特殊再生用鍵情報を生成する手段とを備え、
　前記特殊再生データを記録するときに、
　当該第一の動画データ用鍵情報及び前記記録再生装置に固有の情報を用いて特殊再生デ
ータ用鍵情報を生成し、
　前記特殊再生データと対応付けて前記特殊再生データ用鍵情報を前記記録媒体に記録し
、
　前記特殊再生データを再生するときに、
　前記記録媒体から前記第一の動画データ用鍵情報を取得し、
　前記記録再生装置から前記記録再生装置に固有の情報を取得し、
　前記第一の動画データ用鍵情報及び前記記録再生装置に固有の情報から前記特殊再生デ
ータ用鍵情報を生成し、
　前記特殊再生データ用鍵情報を用いて前記特殊再生データを復号して再生する
ことを特徴とする記録再生装置。
【請求項１６】
　データ取得手段が、記録媒体から暗号化された動画データを取得するステップと、
　鍵情報取得手段が、前記動画データに対応する動画データ用鍵情報を前記記録媒体から
取得するステップと、
　復号処理手段が、前記動画データ用鍵情報を用いて前記暗号化された動画データを復号
するステップと、
　再生手段が、前記復号された動画データを映像信号及び音声信号に変換して出力するス
テップとを含み、
　一つの前記鍵情報を用いて復号することができる前記動画データの再生時間の上限が所
定の時間に定められている再生方法において、
　再生速度が通常再生よりも速い早送り再生または巻き戻し再生である特殊再生を行うと
きに、
　前記データ取得手段は、前記記録媒体から再生中の前記動画データ用鍵情報に応じて分
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割された前記動画データに対応する、特殊再生時に利用する特殊再生データを取得し、
　前記再生手段は、当該特殊再生データを映像信号に変換して出力する
ことを特徴とする再生方法。
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